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北海道大空町議会

　　　

議
会
だ
よ
り

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

８月３・４日めまんべつ観光夏まつり
が開催され、迫力ある打ち上げ花火に、
来場した皆さんは夏の暑さも忘れ見
入っていました。



一般会計6億2,661万円追加補正 総額87億8,192万円に

●一般会計
６億２，６６１万５千円追加

●国民健康保険事業特別会計
１７１万７千円減額

●介護保険事業勘定特別会計
１，９１１万４千円追加

●簡易水道事業特別会計
１５２万９千円追加

令和元年度各会計
補正予算結果

６月定例会６月定例会
令和元年令和元年

6月19日・20日6月19日・20日

大空町議会６月定例会は、令和元年度一般会計予算などの 補正議案４件、専決処分の承認や条例制
定議案など 12件、議会側議案８件を審議しました。
大空町議会６月定例会は、令和元年度一般会計予算などの 補正議案４件、専決処分の承認や条例制
定議案など 12件、議会側議案８件を審議しました。

女
満
別
中
央
病
院
の
建
物
取
得

大
空
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
を
制
定

決
し
ま
し
た
。

町
長

　
　
　
町
長
職
の
給
与
に
つ

い
て
、
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
ど
お
り
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
答
申
は
、
管
内
市

町
村
と
の
均
衡
の
中
で
改
定

が
必
要
と
の
判
断
を
い
た
だ

き
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
改

正
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
に
よ
り
、

賦
課
限
度
額
が
医
療
分
で
３

万
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、

標
準
保
険
税
率
の
賦
課
方
式

に
合
せ
る
た
め
、
町
の
賦
課

方
式
を
所
得
割
、
平
等
割
、

均
等
割
の
3
方
式
と
し
、
資

産
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

せ
、
情
報
基
盤
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
伝
送
網

の
整
備
に
向
け
た
詳
細
設
計

を
行
い
、
令
和
２
年
、
３
年

度
の
整
備
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
高
校
魅
力
化
推
進
事

業
の
情
報
通
信
環
境

構
築
業
務
委
託
料
の
目
的
と

整
備
内
容
を
伺
い
た
い
。

高
校
・
認
定
こ
ど
も
園

推
進
室
参
事

　
　
　
　
　
　
女
満
別
高
校

と
東
藻
琴
高

校
の
教
育
活
動
の
充
実
と
、

魅
力
化
の
推
進
、
円
滑
な
再

編
統
合
に
向
け
て
、
両
校
に

デ
ジ
タ
ル
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
し
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

上
地
議
員
　

Ｑ
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
が
、

試
算
で
は
令
和
４
年

以
降
、
１
千
万
円
以
上
に
増

加
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳

は
。

産
業
課
長

　
　
　
譲
与
税
の
配
分
は
、

森
林
環
境
税
を
元
に

し
て
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
令
和
元
年
か
ら

３
年
度
ま
で
は
７
５
４
万
円
、

３
年
後
に
は
１
千
１
３
１
万

円
、
令
和
15
年
度
に
は
２
千

５
４
５
万
円
と
試
算
を
し
て

い
ま
す
。

上
地
議
員
　

Ｑ
　
　
　
緑
豊
か
な
森
づ
く
り

事
業
補
助
金
の
内
容

を
伺
い
た
い
。

産
業
課
長

　
　
　
森
林
整
備
の
た
め
の

造
林
事
業
や
、
除
間

伐
事
業
、
下
刈
り
事
業
に
対

し
、
従
来
よ
り
補
助
率
を
増

加
さ
せ
、
所
有
者
負
担
を
軽

減
さ
せ
る
内
容
で
す
。

　
次
年
度
以
降
は
、
他
の
市

町
村
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
参
考
に
、
町
と
し
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

齋
藤
議
員
　

Ｑ
　
　
　
減
債
基
金
の
利
子
や

出
資
配
当
金
が
増
額

補
正
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
30
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
特
別
会
計
で
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
収

入
が
見
込
み
よ
り
減
少
し
、

不
足
額
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

翌
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ

て
充
て
る
た
め
、
令
和
元
年

度
大
空
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
と
、
令
和
元

年
度
大
空
町
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
の
２
件
の
専

決
処
分
が
報
告
さ
れ
、
承
認

し
ま
し
た
。

病
院
建
物
の
購
入

　
女
満
別
中
央
病
院
の
建
物

を
町
が
取
得
し
、
運
営
す
る

法
人
に
貸
し
付
け
る
こ
と
で
、

法
人
経
営
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
建
物
の
購

入
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。

工
事
請
負
契
約

　
中
央
さ
く
ら
団
地
町
営
住

宅
Ｈ
棟
建
設
工
事
、
女
満
別

中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

（
建
築
主
体
）、
女
満
別
中

学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
設

備
）
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

組
合
規
約
の
変
更

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
、
北
海
道
市
町
村

総
合
事
務
組
合
、
北
海
道
町

村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
の
構
成
団
体
が
脱
退

し
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

特
別
職
給
与
条
例
の
一
部
改
正

　
町
長
の
月
額
給
与
（
72
万

円
か
ら
75
万
円
）
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
可

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
資
産
割
を
廃
止
す
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
総
額
に
影
響
が
出
な
い

の
か
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長

　
　
　
資
産
割
を
廃
止
し
た

場
合
は
、
従
前
の
試

算
方
式
よ
り
も
９
０
０
万
円

程
度
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
及
び
繰
越
金
等

を
試
算
し
、
資
産
割
を
廃
止

し
て
も
運
営
で
き
る
と
い
う

方
針
に
基
づ
き
決
定
し
た
も

の
で
す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
一
部
改
正

　
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
公
の
施

設
の
現
行
の
使
用
料
な
ど
を

規
定
し
た
関
係
条
例
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

　
森
林
施
業
や
人
材
育
成
、

木
材
利
用
の
促
進
な
ど
の
財

源
に
充
て
る
た
め
に
、
基
金

を
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
の
４
会
計
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決

し
ま
し
た
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
女
満
別
中
央
病
院
の

貸
付
料
は
、
月
額
い

く
ら
か
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
土
地
と
建
物
を
合
わ

せ
た
貸
付
料
の
月
額

は
３
５
１
万
９
千
円
ほ
ど
で
、

10
月
の
増
税
後
に
３
５
８
万

１
千
円
ほ
ど
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
推
進
事
業
の
概

要
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

総
務

課
長

　
　
　
日
々
の
生
活
に
お
い

て
、
情
報
を
取
得
す

る
た
め
の
光
通
信
網
は
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
の
事
業
に
よ

り
農
村
地
域
に
光
フ
ァ
イ
バ

ー
の
伝
送
網
を
張
り
め
ぐ
ら

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
基
幹
病
院
の
建
物
と

し
て
、
十
分
機
能
が

果
た
せ
る
よ
う
、
不
都
合
な

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
目
に
修

繕
願
い
た
い
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
建
築
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
て
い
る
建
物

な
の
で
、
法
人
側
と
連
携
を

取
り
、
必
要
な
修
繕
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に

伺
い
た
い
。

会
計

管
理
者

　
　
　
減
債
基
金
の
利
子
の

内
容
に
つ
い
て
は
、

３
億
４
千
４
２
５
万
円
の
元

本
を
額
面
単
価
１
０
０
円
に

対
し
１
０
３
円
30
銭
で
売
却

を
し
た
収
益
１
千
75
万
５
千

円
と
、
売
却
後
の
元
本
と
売

却
益
を
定
期
預
金
に
積
み
立

て
、
年
間
の
利
息
相
当
分
36

万
３
千
円
を
併
せ
、
１
千
１

１
１
万
８
千
円
の
う
ち
、
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
１

８
５
万
９
千
円
を
除
い
た
９

２
５
万
９
千
円
が
、
増
額
補

正
と
い
う
内
訳
で
す
。

地域医療の一翼を担う「女満別中央病院」

総
務

課
長

　
　
　
網
走
地
区
森
林
組
合

に
出
資
し
て
い
る
７

４
６
万
７
千
円
に
対
し
て
、

約
７
％
の
配
当
が
あ
り
、
こ

の
金
額
52
万
円
を
配
当
金
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

齋
藤
議
員
　

Ｑ
　
　
　
資
産
の
運
用
に
つ
い

て
は
必
要
と
思
う
が
、

原
資
が
公
金
な
の
で
、
要
綱

な
ど
を
定
め
進
め
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
内
部
で
十

分
に
検
討
し
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
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新たな過疎対策法の制定に関する要望意見書（要旨）
　過疎対策については、昭和 45年に「過疎地域対策緊急措置法」制定以来、４次にわたる特別措置法の制定により、
総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や産業の振興など一定の成果を上げたとこ
ろであるが、依然として多くの集落が消滅の危機に瀕し、極めて深刻な状況に直面している。
　過疎地域は、豊かな自然や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、都市に対する食料・水・エネルギーの供給、
国土・自然環境の保全、いやしの場の提供、災害の防止、森林による地域温暖化の防止などに多大な貢献をしている。
　現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和３年３月末をもって失効となるが、過疎地域が果たしている多
面的・公共的機能を今後も維持していくためには、引き続き総合的な過疎対策を充実強化させることが必要であり、
新たな過疎対策法の制定を強く要望する。

日米貿易協定交渉から日本の農業・農村を守る要望意見書（要旨）
　日米貿易協定交渉が開始され、日本政府は過去の経済連携協定の内容が最大限とする日米共同声明に沿って交
渉するとしているが、すでに米国からは農業分野での先行妥結やＴＰＰを上回る関税撤廃・削減や輸入枠拡大を
求める業界団体からの圧力が高まっており、生産現場では不安を募らせている。
　ＴＰＰ１１及び日ＥＵ・ＥＰＡ協定発効によって、牛肉やチーズなど農産品が前年より輸入増加する状況下、
強硬な要求に屈すれば、日本の農業及び関連産業や地域経済・社会が甚大な影響を被ることになり、国内農業・
農村の崩壊につながる危険性がある。
　ついては、わが国の食糧主権及び食料安全保障が守られるよう次のとおり要望する。
１　国民へ安全で安心な食料を安定的に供給する観点から、わが国の食糧主権と食料安全保障を守ることを基本

に、交渉内容の丁寧な情報提供を行い、国民合意がないまま交渉を拙速に妥結しないこと。
２　農業者の不安を払しょくするため、国内の農業・農村をつぶしかねない米国の強硬な要求に屈することなく、

重要農畜産物の関税削減・撤廃及び輸入枠拡大などは断じて受け入れないこと。

★上記２件の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

新たな過疎対策法の制定に関する要望意見書（要旨）
　過疎対策については、昭和 45年に「過疎地域対策緊急措置法」制定以来、４次にわたる特別措置法の制定により、
総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や産業の振興など一定の成果を上げたとこ
ろであるが、依然として多くの集落が消滅の危機に瀕し、極めて深刻な状況に直面している。
　過疎地域は、豊かな自然や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、都市に対する食料・水・エネルギーの供給、
国土・自然環境の保全、いやしの場の提供、災害の防止、森林による地域温暖化の防止などに多大な貢献をしている。
　現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和３年３月末をもって失効となるが、過疎地域が果たしている多
面的・公共的機能を今後も維持していくためには、引き続き総合的な過疎対策を充実強化させることが必要であり、
新たな過疎対策法の制定を強く要望する。

日米貿易協定交渉から日本の農業・農村を守る要望意見書（要旨）
　日米貿易協定交渉が開始され、日本政府は過去の経済連携協定の内容が最大限とする日米共同声明に沿って交
渉するとしているが、すでに米国からは農業分野での先行妥結やＴＰＰを上回る関税撤廃・削減や輸入枠拡大を
求める業界団体からの圧力が高まっており、生産現場では不安を募らせている。
　ＴＰＰ１１及び日ＥＵ・ＥＰＡ協定発効によって、牛肉やチーズなど農産品が前年より輸入増加する状況下、
強硬な要求に屈すれば、日本の農業及び関連産業や地域経済・社会が甚大な影響を被ることになり、国内農業・
農村の崩壊につながる危険性がある。
　ついては、わが国の食糧主権及び食料安全保障が守られるよう次のとおり要望する。
１　国民へ安全で安心な食料を安定的に供給する観点から、わが国の食糧主権と食料安全保障を守ることを基本

に、交渉内容の丁寧な情報提供を行い、国民合意がないまま交渉を拙速に妥結しないこと。
２　農業者の不安を払しょくするため、国内の農業・農村をつぶしかねない米国の強硬な要求に屈することなく、

重要農畜産物の関税削減・撤廃及び輸入枠拡大などは断じて受け入れないこと。

★上記２件の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

定 例 会
要
望
意
見
書

　
２
件
の
要
望
意
見
書
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

債
権
の
放
棄

　
破
産
法
の
規
定
に
よ
り
、

債
務
者
が
そ
の
責
任
を
免
れ

た
水
道
料
３
万
７
千
２
９
０

円
の
債
権
を
放
棄
す
る
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
古
梅
地
区
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
の
移
動
式
散
水
施

設
修
繕
料
４
６
２
万
２
千
円

を
、
令
和
元
年
度
へ
繰
り
越

し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

法
人
の
経
営
状
況
報
告

　
め
ま
ん
べ
つ
産
業
開
発
公

社
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園
管
理

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
現

金
の
出
納
状
況
及
び
基
金
の

状
況
に
つ
い
て
、
検
査
結
果

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

採
択

　　　女満別中央病院建物購入費に
２億１，７９９万８千円を追加補正

大空町議会５月臨時会では、専決処分の承認５件、物品の購入２件、
補正予算１件を審議しました。

一般会計補
正予算５

月
臨
時
会

採
択

専
決
処
分
の
承
認

◆
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
需

要
変
動
の
平
準
化
等
を
図
る

観
点
か
ら
、
子
供
の
貧
困
に

対
応
す
る
た
め
の
個
人
住
民

税
の
非
課
税
措
置
の
導
入
等

を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
税
条
例
の
改
正
が

必
要
と
な
り
、
専
決
処
分
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認

し
ま
し
た
。

◆
経
済
社
会
の
構
造
変
化
へ

の
対
応
や
所
得
再
分
配
機
能

の
回
復
の
観
点
か
ら
、
地
方

税
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
改
正
が
必

要
と
な
り
、
専
決
処
分
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
し

ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
法
施
行
令
等
に

お
い
て
、
低
所
得
者
の
保
険

料
軽
減
強
化
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
所
得
の
段
階
別
減

額
賦
課
に
係
る
保
険
料
率
の

算
定
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
介
護
保
険
条
例

の
改
正
が
必
要
と
な
り
、
専

決
処
分
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

◆
地
方
交
付
税
等
の
額
が
確

定
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般
会

計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認

し
ま
し
た
。

◆
４
月
に
支
払
う
平
成
30
年

度
の
医
療
費
に
不
足
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

を
専
決
処
分
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

◎
物
品
の
購
入

◆
除
雪
ド
ー
ザ
の
購
入

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

中
央
自
動
車
工
業
株
式
会
社

が
購
入
金
額
１
千
１
８
８
万

円
で
落
札
し
ま
し
た
。

◆
除
雪
グ
レ
ー
ダ
の
購
入

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー

ト
北
海
道
カ
ン
パ
ニ
ー
北
見

支
店
が
購
入
金
額
４
千
９
１

７
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
ア
ン
グ
リ
ン
グ
プ
ラ

ウ
と
は
何
か
。

建
設
課

参
事

　
　
　
車
両
の
正
面
に
付
い

て
い
る
除
雪
装
置
で
、

右
や
左
に
雪
を
寄
せ
る
動
作

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
道
路
除
雪
で
家
の
入

口
を
塞
が
れ
る
と
い

う
苦
情
が
よ
く
あ
る
と
思
う

が
、
こ
の
装
置
に
よ
っ
て
入

口
の
反
対
に
除
雪
を
す
る
こ

と
が
可
能
か
。

建
設
課
参
事

　
　
　
可
能
な
装
置
で
す
が
、

市
街
地
で
頻
繁
に
右

へ
左
へ
と
い
う
よ
う
な
対
応

は
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
女
満
別
中
央
病
院
建
物
購

入
費
に
２
億
１
千
７
９
９
万

８
千
円
の
追
加
は
、
町
民
が

町
内
で
持
続
的
か
つ
安
定
的

に
医
療
の
提
供
を
受
け
る
た

め
に
は
、
病
院
の
建
物
を
町

が
取
得
し
、
現
在
の
運
営
法

人
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の

で
す
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
①
女
満
別
中
央
病
院

の
経
営
状
況
は
ど
う

な
の
か
。

　
②
先
日
建
物
を
見
学
し
た

が
、
水
回
り
も
含
め
補
修
が

必
要
な
箇
所
が
相
当
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
修
経

費
等
に
つ
い
て
、
基
幹
病
院

へ
の
補
助
制
度
と
し
て
国
な

ど
に
要
望
す
る
こ
と
も
必
要

と
思
う
が
。

　
③
町
は
、
毎
年
補
助
要
綱

に
基
づ
き
、
１
億
円
を
補
助

し
て
い
る
が
、
建
物
取
得
以

降
も
こ
の
補
助
は
継
続
さ
れ

る
の
か
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
経
営
の
状
況
で
す
が
、

平
成
29
年
、
30
年
と

病
院
を
運
営
す
る
法
人
が
２

年
連
続
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
５
年
間
の
入
院

患
者
が
18
％
、
通
院
患
者
で

は
12
％
ほ
ど
減
少
し
て
お
り
、

入
院
外
来
を
合
わ
せ
た
診
療

収
入
で
９
千
万
円
以
上
の
収

入
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
女
満
別
中
央
病
院
の
支
出

の
総
額
は
、
年
度
当
た
り
８

億
５
千
万
円
程
度
で
、
そ
の

う
ち
建
物
の
賃
借
料
が
８
千

１
０
０
万
円
と
９
％
程
度
を

占
め
、
経
営
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、
町
が
建
物
所
有
者

で
あ
る
有
限
会
社
メ
デ
ィ
カ

か
ら
購
入
し
、
町
か
ら
貸
し

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
借

料
が
年
間
４
千
万
円
程
度
に

削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
経

営
の
安
定
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
補
修
等
は
、
建
築
か
ら
20

年
が
経
過
す
る
建
物
で
、
改

修
済
み
の
部
分
も
あ
り
比
較

的
良
好
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
水
回
り
部
分
は
、
経
年

劣
化
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
建
物
は
普

通
財
産
と
し
て
取
得
を
し
、

貸
し
付
け
る
こ
と
か
ら
補
修

経
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
補

助
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
国
や
道
に
対
し
、

財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
は
基
幹
病
院
医

療
環
境
等
充
実
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
賃
借
料
の
減
額
支
援

は
建
物
に
対
す
る
も
の
で
、

こ
の
要
綱
に
基
づ
く
補
助
金

は
、
医
療
体
制
の
確
保
や
医

療
環
境
の
充
実
を
目
的
と
し

て
、
医
療
の
ソ
フ
ト
面
を
支

援
し
、
地
域
医
療
の
確
保
を

す
る
も
の
で
す
。
経
営
の
安

定
化
が
図
ら
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
安
易
に
そ
の
補
助
金
を

削
減
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
地
域
医
療
の
確
保
充

実
と
い
う
視
点
を
持
ち
な
が

ら
、
一
方
で
、
経
営
の
状
況

も
勘
案
し
、
次
年
度
以
降
の

補
助
金
額
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

安全な冬道確保に向けた除雪作業

町が建物を取得し、法人へ貸し付けることが必要と
判断された「女満別中央病院」

〔購入する女満別中央病院施設の概要〕

◆建物の規模等
病院、鉄筋コンクリート造
3階建、5,273.46㎡

◆購入の金額 2億1,799万8千円

◆購入の相手方
女満別西4条4丁目1番29号
有限会社メディカ
取締役　曽我　早奈絵
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一般質問一般質問
我が町政を問う

　６月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しま
した。なお、全文記録（議事録）は、図書館にて閲覧または町議会ホームペー
ジに掲載していますので、そちらをご覧ください。

【後藤　　忍】
１．今後の大空町の農業振興について

議会インターネット中継・録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、審議状況をインターネット上でラ
イブ映像、録画映像を配信しています。
　傍聴に行けない方など、ご家庭のパソコン、スマートフォン、タブ
レット等でご覧いただけます。

【上地　史隆】
１．在宅医療・介護連携推進事業について
２．移住・定住者の住宅対策について

【品田　好博】
１．高齢者のゴミ出し支援について 
２．定住団地の環境整備について

【三條　幸夫】
１．網走湖の浄化対策と内水面漁業の現状と課題等について
２．公金の資金運用について
３．女満別小学校から児童館までのアクセス道路の整備について
４．図書館の現状と課題について

問
　
　
　
昨
年
12
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

今
年
２
月
に
Ｅ
Ｐ
Ａ

が
発
効
さ
れ
、
国
は
攻
め
の

農
林
水
産
業
へ
の
転
換
を
実

現
す
べ
く
、
競
争
力
を
高
め

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
６
月
７
日
に
は
、

農
業
新
技
術
の
現
場
実
装
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を
加

速
さ
せ
る
見
通
し
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎

え
、
大
空
町
の
農
業
に
お
い

て
も
、
農
家
人
口
の
減
少
が

予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
作

付
面
積
の
拡
大
や
担
い
手
の

確
保
、
労
働
力
の
確
保
、
そ

し
て
、
労
働
環
境
の
改
善
が

必
要
と
な
り
、
今
後
は
ス
マ

ー
ト
農
業
の
推
進
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
が

基
幹
産
業
で
あ
る
大
空
町
に

は
、
女
満
別
町
農
業
協
同
組

合
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
農
業

協
同
組
合
の
二
つ
の
農
協
が

存
在
し
ま
す
が
、
大
空
町
農

業
の
全
体
に
つ
い
て
、
行
政

と
両
農
協
が
一
堂
に
会
し
、

話
し
合
う
場
が
設
け
ら
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。

　
農
業
振
興
を
図
る
上
で
の

課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
、

ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
現
在
は
新
た
な
取
り

組
み
や
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
、

農
協
の
組
合
長
な
ど
ト
ッ
プ

同
士
で
個
別
に
協
議
を
行
っ

た
り
、
事
務
レ
ベ
ル
で
協
議

を
行
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
の

全
体
や
将
来
に
つ
い
て
、
両

農
協
と
行
政
が
一
堂
に
会
し
、

協
議
す
る
と
い
う
状
況
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
農
協
に
は
、
過
去
の
経

緯
や
経
営
の
考
え
方
に
相
違

が
あ
り
、
ま
た
、
営
農
指
導

等
に
お
い
て
も
違
い
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
農
協
は
、

網
走
市
と
大
空
町
に
属
し
、

女
満
別
町
農
協
と
違
っ
た
環

境
に
あ
り
ま
す
。
農
業
振
興

や
同
じ
事
業
の
取
り
組
み
に

お
い
て
も
、
そ
の
手
法
に
違

い
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
行
政
と
し
て
も
調
整

の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
農
業
振
興
を
図
る
上

で
、
今
後
の
農
業
施

策
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
も
、
両
農
協

と
と
も
に
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
共
通
の
認
識
を
持
っ

て
、
農
業
振
興
を
推
し
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
行
政
と
両
農
協
、
関
係
機

関
を
交
え
て
協
議
す
る
場
を

設
け
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。

町
長

　
　
　
協
議
を
す
る
場
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
既
存
の
協
議
会
、
例
え

ば
農
業
再
生
協
議
会
の
組
織

を
見
直
し
す
る
と
い
う
こ
と

が
良
い
の
か
、
一
方
で
、
そ

れ
に
捉
わ
れ
ず
、
新
た
な
組

織
を
設
け
た
ほ
う
が
よ
り
簡

便
で
迅
速
に
動
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
ま
た
、
ご
指
摘

の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
両

農
協
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
の

関
係
機
関
、
団
体
が
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
方
々
に
、
ど
こ

ま
で
参
画
を
い
た
だ
き
、
将

来
の
大
空
町
農
業
を
議
論
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
決
め
か
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ご
質
問
の
向
き
は
十
分
理

解
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
そ

の
組
織
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

穂がたわわとなった収穫間近の麦畑

　台風等の災害も
なく、平穏無事
に豊穣の出来秋
となることを　
願うばかりです。　

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

両農協と大空町農業について
考える組織づくりは？

町長▶今後、その組織化に向け取り組む

農業新技術の現場実装推進プログラム
　農業者や企業、研究機関、行政などの関係者が、共通認識を
持って連携しながら開発から普及までに至る取組を効果的に進
め、農業現場への新技術の実装を加速化し、農業経営の改善を
実現することを目的として農林水産省が策定。
（詳細はＱＲコードからアクセスしてください。）

一口
　メモ
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我が町政を問う

北海道町村議会議員研修会に参加しました

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随時
開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

　６月25日、札幌コンベンションセンターで北海道町村議会議員研修会が開催されました。
　政治評論家の有馬晴海氏による「どうなる？今後の日本の政治」、中央大学名誉教授の佐々木信夫氏
による「地方はどう変われるか～議会はどう変われるか、自治体をどう変えるか～」を演目とした講演があり、
議員11名が参加し受講しました。

９月定例会は、

９月１１日（水）から
開かれる予定です。

有 馬 晴 海 氏 佐々木 信 夫 氏

問
　
　
　
町
内
に
あ
る
家
屋
の

環
境
が
著
し
く
悪
い

と
苦
情
が
相
次
い
で
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
経
緯
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
随
分
長
い
間
放
置
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
把
握
し
て
お

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
解

決
策
は
講
じ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
町
長
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
家
屋
や
家
屋
の
周
辺

の
状
況
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
も
把
握
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
政
懇
談
会
な

ど
で
も
何
と
か
し
て
ほ
し
い

と
の
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
当
事
者
と
接
点
を
持

っ
た
こ
と
は
あ
る
の

か
。

町
長

　
　
　
職
員
が
近
年
訪
問
し

た
時
に
は
、
お
会
い

で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

問
　
　
　
行
政
で
１
回
綺
麗
に

し
て
あ
げ
る
と
、
町

民
の
皆
さ
ん
方
も
、
行
政
の

力
と
い
う
も
の
に
理
解
を
示

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
今
、
こ
の
現
実
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
一
歩
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

町
長

　
　
　
町
の
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
に
、
土
地
又
は
建
物
の

占
有
者
が
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
導
し
、

ま
た
は
、
勧
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

解
決
に
向
け
て
具
体
的
な
策

を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
、
大
変
心
苦
し
く
思

っ
て
お
り
、
反
省
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
法

令
や
条
例
に
基
づ
き
粛
々
と

手
続
き
し
、
周
辺
の
皆
さ
ん

の
ご
迷
惑
を
１
日
で
も
早
く

改
善
で
き
る
よ
う
、
厳
正
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

一 般 質 問

30回程度、
質問しています。

皆さんにとって、どんな　
効果がありましたか？
なかなか難しいものです。
　　何回やっても、
　　　一年生ですネ。

問
　
　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、

病
気
や
身
体
の
衰
え

に
よ
っ
て
、
自
力
で
の
ご
み

出
し
が
困
難
な
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
に
伴
っ
て
、
高
齢
者
の
単

身
世
帯
も
増
え
る
現
状
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
４
０
年
に
は
、
単
身

者
世
帯
は
40
％
近
く
な
り
、

夫
婦
の
み
の
世
帯
よ
り
、
10

ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
省
は
、
自
治
体
な
ど

が
ご
み
出
し
支
援
制
度
の
拡

充
に
乗
り
出
す
よ
う
方
針
を

決
め
た
と
の
報
道
が
あ
り
、

当
町
へ
も
支
援
状
況
の
調
査

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

高
齢
者
の
現
況
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
回
答
し
た
の
か
。 　

ま
た
、
こ
の
ご
み
出
し
支

援
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長

　
　
　
近
年
ご
み
出
し
が
困

難
と
な
ら
れ
た
高
齢

者
の
支
援
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
高
齢
者
の
ご
み
出

し
支
援
制
度
が
あ
る
自
治
体

は
23
％
、
本
年
の
調
査
で
も

同
じ
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者

が
多
く
い
る
と
の
回
答
も
53

％
、
今
後
は
増
え
て
い
く
と

予
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
87

％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
対
す
る
ご
み
出

し
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
検
討
に
は
至
っ
て
は

お
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
や
原
因
、
町
民
の
方

々
の
意
向
を
把
握
し
、
先
進

事
例
も
調
査
し
て
、
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

福
祉
課

参
事

　
　
　
本
町
の
高
齢
化
の
推

移
は
、
大
空
町
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
中

で
推
計
し
て
い
ま
す
。（
表

１
）

　
年
々
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
に
あ
っ
て
も
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
増
加
し
、
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75

歳
以
上
高
齢
化
率
は
２
割
を

超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

品
しな

田
だ

好
よし

博
ひろ

 議員　
ま
た
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
事

業
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
、
単
身
世
帯
宅
へ

ふ
れ
あ
い
訪
問
員
が
訪
問
し
、

日
々
の
暮
ら
し
で
の
困
り
事

や
健
康
状
態
の
把
握
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

住
民

課
長

　
　
　
本
町
の
回
答
内
容
は
、

今
後
ご
み
出
し
が
困

難
に
な
る
高
齢

者
が
増
え
て
く

る
と
予
測
し
て

い
る
も
の
の
、

現
状
で
は
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
移
動
や
新
設
、

介
護
ヘ
ル
パ
ー
等
に
よ
り
対

応
が
で
き
て
い
る
た
め
、
ご

み
出
し
支
援
は
行
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
制
度
を
導
入
す

る
に
あ
た
り
、
予
算
、
人
員

や
受
託
業
者
の
確
保
、
福
祉

部
門
と
の
連
携
が
課
題
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
こ
れ
か
ら
人
口
が
減

る
こ
と
に
よ
っ
て
高

齢
化
率
が
一
気
に
上
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
網
走
市
で
は
平
成
22
年
度

か
ら
支
援
制
度
を
始
め
て
お

高
齢
者
に
対
す
る
ご
み
出
し
支
援
の
必
要
性
は

町
長
▼
先
進
事
例
を
調
査
し
、
今
後
検
討
し
た
い

地域の環境改善について
町長▶法令や条例に基づき、解決に向け努力する

り
、
主
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
も
先
を
見
た
と
き
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長

　
　
　
今
時
点
で
は
そ
れ
ほ

ど
必
要
と
い
う
こ
と

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
日
思
い
立
っ
て
明
日
か
ら

実
行
で
き
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
今
の
う
ち
か
ら

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
と
受
け
と
め
て

い
ま
す
。

戸別収集のごみステーション「女満別地区」

（表１）大空町における高齢者数の現状と今後の見込み

区　　分 大空町全体 高齢者（65歳以上）後期高齢者（75歳以上）
人　口 人　口 比　率 人　口 比　率

平成２６年
５月末 ７,７６５人 ２,４３２人 ３１.３２％ １,３７９人 １７.７６％
令和元年
５月末 ７,１５０人 ２,５３５人 ３５.４５％ １,３５６人 １８.９７％
令和７年
（推計） ６,５７５人 ２,５９５人 ３９.４７％ － －

（表２）令和元年度の見守りネット対象者数
世帯数 ６５歳以上（うち単身者）７５歳以上（うち単身者）
８１７世帯 １,２１９人（３６１人） ５９１人（２０２人）
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我が町政を問う

問
　
　
　
大
空
町
に
お
い
て
も

移
住
・
定
住
者
の
受

入
れ
体
制
を
整
備
し
、
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
図
る

た
め
、
宅
地
の
造
成
が
さ
れ

ま
し
た
が
、
両
地
区
の
現
況

は
ど
う
な
の
か
。

町
長

　
　
　
合
併
前
の
平
成
17
年

７
月
に
女
満
別
西
３

条
に
６
区
画
を
宅
地
造
成
し

て
、
現
在
４
区
画
の
売
却
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

に
造
成
し
た
女
満
別
公
園
５

丁
目
の
15
区
画
、
東
藻
琴
南

区
の
５
区
画
は
、
本
年
１
月

に
全
区
画
が

完
売
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女

満
別
地
区
に

お
い
て
は
、

売
却
が
順
調

で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平

成
30
年
度
に

造
成
地
西
側

に
女
満
別
公

園
地
区
分
譲

地
12
区
画
を

造
成
し
、
現

在
10
区
画
を

売
却
し
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
売
れ
行
き
が
好
調
の

中
、
今
後
造
成
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長

　
　
　
近
年
は
、
職
員
住
宅

や
町
営
住
宅
を
解
体

し
た
跡
地
の
活
用
と
い
う
手

法
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
郊
外
に
ま
と
ま
っ
た
土
地

を
求
め
続
け
て
い
け
ば
、
市

街
地
の
空
洞
化
が
起
き
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
当

面
は
市
街
地
に
点
在
し
て
い

る
町
有
地
を
区
画
割
り
し
て
、

分
譲
す
る
と
い
う
方
策
を
考

え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

収穫前の麦畑が
太陽に照らされ

黄金に輝き綺麗でした。
身近な景色ですが、
　　思わず見とれて
　　　しまいました。

問
　
　
　
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
は
、
介

護
保
険
法
の
地
域
支
援
事
業

の
包
括
的
支
援
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
は
、
全
て
の
市
区

町
村
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
は
、
８
つ
の
事
業
で

構
成
さ
れ
、
①
地
域
の
医
療

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
資
源
の
把

握
、
②
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
の
課
題
の
抽
出
と
対
応
策

の
検
討
、
③
切
れ
目
の
な
い

在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体

制
の
構
築
推
進
、
④
医
療
・

介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の

支
援
、
⑤
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
に
関
す
る
相
談
支
援
、

⑥
医
療
・
介
護
関
係
者
の
研

修
、
⑦
地
域
住
民
へ
の
普
及

・
啓
発
、
⑧
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
に
関
す
る
関
係
市
区

町
村
の
連
携
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
空
町
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
１
点
目
の
資
源
の
把

握
は
、
事
業
所
が
少

な
い
こ
と
も
あ
り
、
日
常
の

情
報
交
換
の
中
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
対
応
策
の
検
討

は
、
医
師
や
看
護
師
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
連
絡
会

を
現
在
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
点
目
の
体
制
の
構
築
は
、

十
分
で
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
状
況
で
す
。

　
４
点
目
の
情
報
共
有
の
支

援
と
し
て
、
入
院
時
の
医
療

機
関
の
求
め
に
応
じ
て
、
既

存
様
式
な
ど
を
活
用
し
て
連

絡
表
を
作
成
し
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
５
点
目
の
相
談
支
援
で
す

が
、
専
門
人
員
の
配
置
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、

保
健
師
が
相
談
に
あ
た
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
６
点
目
の
研
修
で
す
が
、

平
成
30
年
度
、
担
当
保
健
師

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
７
点
目
の
住
民
へ
の
啓
発

に
つ
い
て
は
、
「
せ
い
か
つ

・あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
８
点
目
の
近
隣
市
町
村
と

の
連
携
で
す
が
、
網
走
地
域

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
の
構
成

員
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
会

議
に
参
加
し
、
各
市
町
村
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員問
　
　
　
１
点
目
の
資
源
の
把

握
で
マ
ッ
プ
等
は
作

成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、
医
療
・
介
護
事
業
所

が
情
報
共
有
す
る
た
め
に
も

作
成
し
た
ほ
う
が
、
地
域
住

民
の
周
知
に
つ
い
て
も
活
用

で
き
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
町
で
作
成
し
て
い
る

資
料
は
配
慮
に
欠
け

る
部
分
も
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
の
で
、
今
後
こ
の
点

を
踏
ま
え
、
改
正
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
　
　
　
６
点
目
の
医
療
・
介

護
関
係
者
の
研
修
で
、

介
護
職
を
対
象
と
し
た
医
療

関
連
の
研
修
を
行
う
と
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
保
健
師
が

研
修
を
受
け
て
学
ん
で
い
ま

す
か
ら
、
福
祉
現
場
の
方
を

招
い
て
研
修
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
現
在
開
催
し
て
お
り

ま
す
連
絡
会
、
ケ
ア

会
議
の
中
で
、
研
修
し
て
き

た
者
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を

広
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

必
要
で
す
し
、
そ
の
会
議
に

講
師
を
招
い
て
、
研
修
会
と

し
て
開
催
を
し
て
い
く
手
法

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

問
　
　
　
７
点
目
の
地
域
住
民

へ
の
普
及
・
啓
発
の

中
に
、
地
域
住
民
を
対
象
に

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
、
ま

た
は
在
宅
の
看
取
り
に
つ
い

て
の
講
演
会
等
の
開
催
が
あ

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
は
で
き
て
い
る
の
か

町
長
▼
町
独
自
の
在
宅
医
療
と
介
護
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い

移住・定住者のために新たな造成を行わないのか
町長▶空洞化しないように中心部の造成も検討したい
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り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年

度
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
網
走

地
域
多
職
種
連
携
チ
ー
ム
と

共
催
す
る
よ
う
な
方
策
も
探

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
看
取
り
の
関
係
で
、

昨
年
、
保
健
師
が
研
修
会
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
最
後

を
自
宅
で
迎
え
た
い
と
希
望

す
る
方
が
非
常
に
多
い
中
で
、

地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
機

関
と
今
後
も
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

昨年開催の「大空町介護予防講演会」

問
　
　
　
大
空
町
の
住
宅
に
関

連
す
る
施
策
で
す
が
、

町
が
分
譲
す
る
宅
地
に
住
宅

を
新
築
し
て
移
住
定
住
を
し

よ
う
と
す
る
子
育
て
世
代
に

は
、
い
き
い
き
子
育
て
支
援

事
業
と
し
て
建
築
費
用
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
も
含
め
、
子
育
て

世
帯
の
住
宅
支
援
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
、

い
き
い
き
子
育
て
住

宅
支
援
補
助
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
い
る
世
帯
、
ま

た
、
夫
婦
い
ず
れ
か
が
40
歳

未
満
で
あ
る
世
帯
が
町
の
分

譲
宅
地
を
購
入
し
、
２
年
以

内
に
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
、

建
設
費
用
の
３
分
の
１
以
内

で
町
内
事
業
者
が
施
工
す
る

場
合
は
２
０
０
万
円
、
町
外

事
業
者
が
施
工
す
る
場
合
は

１
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

総
務
課

参
事

　
　
　
い
き
い
き
子
育
て
住

宅
支
援
補
助
金
の
交

付
実
績
は
、
平
成
27
年
度
は

実
績
な
し
、
平
成
28
年
度
は
、

町
内
事
業
者
に
よ
る
施
工
が

５
件
、
町
外
事
業
者
に
よ
る

施
工
が
３
件
。
平
成
29
年
度

は
、
町
内
事
業
者
４
件
、
町

外
事
業
者
２
件
。
平
成
30
年

度
は
、
町
内
事
業
者
２
件
、

町
外
事
業
者
０
件
。
本
年
度

は
、
本
日
現
在
で
町
内
事
業

者
１
件
。
合
計
で
17
件
、
２

千
９
０
０
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
最
近
、
若
い
人
が
中

古
物
件
を
購
入
し
、

改
修
な
ど
を
し
て
暮
ら
す
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
が
空
き
家
を
購
入

し
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
町
内
会
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う

の
で
、
中
古
物
件
を
購
入
す

る
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
支

援
の
増
額
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長

　
　
　
確
か
に
中
古
物
件
を

購
入
し
て
住
む
若
い

世
代
の
方
々
が
お
ら
れ
る
の

で
、
そ
こ
を
促
進
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
も
、
一
つ
の
手
立

て
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
総
合
戦
略
を
見
直
す
中
で

検
討
し
、
効
果
が
出
せ
る
施

策
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

子育て世帯の住宅購入や改修に支援する考えは
町長▶総合戦略の見直しで新たな支援策も考えたい
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我が町政を問う 一 般 質 問

早いもので昨年から
５回の定例議会で一般質問
をさせていただいていま　
すが、準備不足で納得でき
るような内容になっていま
　　せん。町民の皆様の
　　目線で努力させて
　　いただきます。

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

問
　
　
　
女
満
別
小
学
校
か
ら

児
童
館
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。
①
現
在
の
女
満
別
小

学
校
か
ら
児
童
館
ま
で
、
児

童
が
歩
い
て
い
る
状
況
を
ど

う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。
②

女
満
別
小
学
校
横
の
昭
和
中

央
線
と
児
童
館
前
の
中
央
12

線
東
線
を
直
線
で
結
ぶ
な
ど

の
道
路
を
整
備
し
、
児
童
が

少
し
で
も
短
時
間
で
小
学
校

か
ら
児
童
館
に
移
動
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長

　
　
　
女
満
別
小
学
校
か
ら

児
童
館
ま
で
の
移
動

経
路
は
大
正
橋
西
線
を
下
り
、

福
住
女
満
別
線
を
横
断
し
、

大
正
橋
東
線
を
上
り
、
運
動

公
園
線
に
入
る
の
が
通
常
の

経
路
で
す
。

　
ご
提
案
の
新
し
い
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位

と
し
て
は
低
い
と
考
え
て
お

り
、
当
面
、
現
在
の
路
線
を

維
持
し
、
安
全
な
歩
行
空
間

を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
対

応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
　
　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
少
な
く
と
も
学
校
を
出

て
か
ら
短
時
間
で
児
童
館
に

着
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
歩
道
の
拡
幅
、
川
へ

の
転
落
防
止
柵
や
横

断
歩
道
の
設
置
、
照
明
設
備

の
充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
況
の
道
路
の
中
で
、

安
全
を
確
認
し
な
が
ら
、
児

童
セ
ン
タ
ー
に
向
え
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
ご
提
案
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
向
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
網
走
湖
の
浄
化
対
策

と
内
水
面
漁
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

①
過
去
数
年
間
、
国
に
よ
る

網
走
湖
の
浄
化
対
策
等
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
成
果
と
現

況
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。
②
内
水
面
漁
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
。
③
船

着
き
場
の
整
備
な
ど
、
漁
業

・
観
光
面
で
湖
の
活
用
を
拡

大
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
網
走
湖
の
浄
化
対
策

は
、
平
成
５
年
か
ら

29
年
度
を
目
標
年
次
と
し
、

青
潮
発
生
の
抑
制
、
ア
オ
コ

発
生
頻
度
の
低
減
、
湖
内
閉

鎖
性
水
域
の
水
質
改
善
を
図

る
た
め
、
呼
人
浦
と
女
満
別

湾
で
の
浚
渫
工
事
、
水
草
の

刈
り
取
り
、
大
曲
堰
の
設
置

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
国
に
お
い
て
毎

年
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
行

わ
れ
て
お
り
、
水
環
境
の
改

善
目
標
は
、
お
お
む
ね
達
成

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
網
走
湖
の
漁
業
は
ワ
カ
サ

ギ
や
シ
ジ
ミ
、
シ
ラ
ウ
オ
、

エ
ビ
な
ど
で
、
女
満
別
地
区

の
漁
家
戸
数
は
11
戸
、
後
継

が
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

方
が
３
戸
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
湖
内
の
塩
分
濃
度

の
低
下
に
よ
り
２
年
続
け
て

シ
ジ
ミ
の
産
卵
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
事
態
を
踏

ま
え
、
西
網
走
漁
業
協
同
組

合
を
中
心
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

資
源
対
策
検
討
会
で
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
船
着
き
場
の
整
備
な
ど
漁

業
、
観
光
面
で
の
活
用
は
、

現
在
、
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

非
常
時
は
も
ち
ろ
ん
、
平
常

時
に
は
町
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
用
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
関
連

企
業
と
の
包
括
連
携
協
定
の

締
結
を
予
定
し
て
お
り
、
こ

う
い
っ
た
中
で
湖
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
の
開
発
な
ど

の
議
論
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
浚
渫
船
が
汚
泥
の
除

去
等
を
続
け
る
こ
と

で
湖
が
良
く
な
る
と
期
待
を

し
て
い
た
が
、
そ
の
浚
渫
も

行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
水
草

刈
り
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
町
長
を
先
頭
に
国
に
働
き

掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

町
長

　
　
　
町
独
自
で
要
請
す
る

場
面
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、

関
係
団
体
、
道
、
市
、
町
と

併
せ
て
要
請
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
公
金
に
よ
る
債
券
購

入
の
リ
ス
ク
と
責
任

に
つ
い
て
伺
う
。
複
数
の
職

員
が
関
わ
っ
て
公
金
の
債
権

化
に
取
り
組
む
判
断
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。
も
し
も
の
時

の
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

町
長

　
　
　
町
で
は
現
在
、
奨
学

基
金
を
除
き
、
12
の

基
金
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
市
場
金
利
は
低
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
い
か
に
効

率
的
な
基
金
運
用
を
行
う
か

苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
全
性

の
高
い
国
債
証
券
、
地
方
債

証
券
、
政
府
保
証
債
の
中
か

ら
一
定
の
利
回
り
が
見
込
め

る
債
券
を
減
債
基
金
で
購
入

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
債
券

運
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

浄
化
対
策
は
国
へ
の
働
き
掛
け
が
必
要

町
長
▼
関
係
団
体
含
め
て
要
請
活
動
に
取
り
組
む

女満別小学校から児童館まで
安全な道路環境が必要

町長▶優先順位は低い、現況の道路の中で検討実施する

す
。

　
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
と
責
任

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

で
は
会
計
管
理
者
の
職
務
と

し
て
現
金
、
有
価
証
券
等
の

財
産
の
出
納
及
び
保
管
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

町
長
の
責
務
と
し
て
会
計
管

理
者
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
責
任
は
町
長
で
あ
る
私

が
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
　
　
複
数
の
職
員
が
債
券

の
仕
組
み
を
共
有
し
、

責
任
を
持
っ
て
公
金
の
運
用

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
公
金
の
運
用
、
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、

私
の
責
任
で
再
度
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
両
地
区
図
書
館
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。
①
貸
出
し
の
状
況
と

防
犯
対
策
等
の
課
題
に
つ
い

て
。
②
図
書
館
利
用
者
の
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

警
察
か
ら
任
意
の
捜
査
協
力

を
求
め
ら
れ
た
ら
提
供
す
る
、

提
供
し
な
い
と
い
う
判
断
が

道
内
の
公
立
図
書
館
で
分
か

れ
て
い
ま
す
。
大
空
町
は
ど

う
対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
図
書
の
貸
出
し
状
況

は
、
女
満
別
図
書
館

が
平
成
30
年
度
３
万
３
千
９

５
２
冊
、
対
前
年
比
０
．
６

％
の
減
。
東
藻
琴
図
書
館
が

２
万
１
千
６
３
６
冊
、
２
．

１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
図

書
館
利
用
者
も
減
少
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
蔵
書
の
更

新
、
図
書
館
司
書
の
学
校
配

置
に
よ
る
児
童
生
徒
の
読
書

活
動
な
ど
に
よ
り
、
貸
出
し

冊
数
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加

し
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
、
町
内
外
か
ら

不
特
定
多
数
の
方
が
自
由
に

利
用
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
防
犯
対
策
は
図

書
館
利
用
者
を
は
じ
め
、
職

員
の
身
を
守
る
上
で
大
変
重

要
で
す
。

　
女
満
別
図
書
館
は
、
館
内

と
入
口
に
防
犯
カ
メ
ラ
９
台

と
監
視
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
東
藻
琴
図
書
館
は
、
入
口

と
駐
車
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
館
内

に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
館
内
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
を
年
度
内
に
行
い

ま
す
。

　
図
書
館
利
用
者
の
情
報
は
、

厳
密
に
取
り
扱
う
よ
う
取
り

決
め
し
て
お
り
、
情
報
提
供

に
あ
た
っ
て
も
教
育
委
員
会

が
慎
重
か
つ
適
切
に
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
捜
査
関
係
事
項
照
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及

び
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

図書館の防犯対策は
教育長▶東藻琴図書館に防犯カメラの設置を検討

アクセス環境の改善が望まれる「めちゃいるど館」

次期浄化対策が待たれる「網走湖」

公
金
の
資
産
運
用
は
慎
重
に

町
長
▼
私
の
責
任
に
お
い
て
実
施

貸出冊数が増加した「東藻琴図書館」
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～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～
まちの将来を見据えて 議会でチェック！

しょうしょう らいらい みみ すす
　７月23日に産業建設文教常任委員会、
８月６日に総務厚生常任委員会が、それ
ぞれ所管する事務の中から今チェックす
るべき施設等を調査しました。その内容
について、主なものをお知らせいたしま
す。Ｑ　所管事務調査とは？　議会が自主的に常任委員会で所管する事務を取り上げ、積極的に調査するもの。委 員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

①女満別中央病院の運営状況及び課題等について
・患者の利用しやすい環境、持続可能な地域医療確保のため、今後と
も支援が必要であることを確認した。

②福祉会の訪問介護事業及び通所介護事業の現状について〔両地区〕
・訪問介護、通所介護ともに介護報酬の改定により厳しい経営状況に
あるが、このサービスを継続するための環境整備が必要であると認
識した。

③廃屋等解体撤去補助金の利用状況について〔両地区〕
・解体撤去補助金を活用し、町内における廃屋や危険家屋が解消され、
防災や景観の向上に効果を発揮していることを確認した。

④児童館「のんきっず館」の利用状況について
・東藻琴小学校と併設されていることで、安心して施設が利用されて
いることを確認した。

・以前に比べると十分な広さが確保されていることから、保護者から
の意見も好評であると伺った。

⑤障がい者福祉センター「ちあふる」の障がい者相談支援事業の現状について
・利用者が増加傾向にあることから、地域実態を踏まえた新たな事業
展開の必要性を確認した。

総務厚生
常任委員会
総務厚生
常任委員会

①大空八景の新地点の状況について〔東藻琴地区〕
・眺望や景観を損ねる雑草や立木の処理について、土地管理者の北海
道と協議し対応を講じること。

②ひがしもこと乳酪館の今後の改修工事について
・売上は、ふるさと応援寄附金の返礼品や道の駅のオープンにより伸
びているが、更なる体験型観光メニューによる事業展開を望む。

③網走信用金庫旧東藻琴支店の改修工事及び駐車場整備の進捗状況について
・商工会の入居により多目的に利用されることが想定されることか
ら、玄関前に車イス用のスロープの設置を検討すること。

④東藻琴図書館の貸出状況及び管理運営について
・館内未設置となっている防犯カメラの設置予定箇所（２箇所）を確
認した。

⑤女満別地区浄水場の施設状況について
・施設の管理にあたり、専門知識を有する人材の育成が必要であるこ
とを確認した。

⑥女満別地区下水道ポンプ場等の施設状況及び改築更新について
・網走市へ送水するポンプ場は、適切に管理されていることを確認し
た。
・マンホールは、計画的な腐食対策が必要であることを確認した。
⑦女満別図書館の貸出状況及び管理運営について
・防犯カメラ９台を設置し、防犯面にも配慮していることを確認した。
⑧女満別研修会館・ゲートボールセンターの利用状況及び管理運営について
・研修会館の２階郷土資料室に雨漏りがあり、貴重な展示物に悪影響
を及ぼす恐れがあるので、修繕等の対応を願いたい。

選定地を変更した大空八景

改修工事中の信金旧東藻琴支店

地区内の 70戸へ給水する大成浄水場

東藻琴福祉会からの説明

❷

❷

❸

❹

❶

❸

❺

❽

女満別福祉会からの説明

危険家屋が撤去された土地

児童館「のんきっず館」の様子

❻

真新しい「合同納骨塚」雨漏り対策が必要な研修会館

上地副委員長
松田委員

沢出委員長
三條委員

品田委員田中副委員長
後藤委員

原本委員長
松岡委員齋藤委員

深川委員

産業建設文教
常任委員会
産業建設文教
常任委員会

⑥合同納骨塚の利用状況について
・昨年暮れに建立された合同納骨
塚の現地と、現在の利用及び生
前予約の状況について確認した。

・建立して間もないことから、今
後も住民周知に努めること。
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議　
　
長　
近
藤
哲
雄（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
深
川　
曻

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
田
中
裕
之

委　
　
員　
三
條
幸
夫

委　
　
員　
後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
元
号
も
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、

時と

間き

の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
の
画
面
文
字

は
真
剣
に
見
入
る
時
、
新
聞
活
字
ば

な
れ
が
な
い
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

広
報
常
任
委
員
会
も
２
年
目
に
入

り
、
見
て
、
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
と
、
各
委
員
が
紙
面
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
共
ご
指
導
・
ご
意
見
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
深
川
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　本校は、112年の歴史をもつ伝統ある学校です。
　地域の皆様に支えていただき、「生きる力」を育
む教育活動を行っています。３年前には、校舎大
規模改修工事で校舎内外の教育環境が整備されま
した。また、昨年は新体育館が増築され、旧体育
館が取り壊されました。子供達は、現在広い体育
館でのびのびと活動しています。さらに、体育館
の横には児童館が新設され、放課後の子供達の活
動も広がりました。

　このように、「人」を育む町づくりをしている大
空町だからこそ、次代を担う子供達の教育環境の
充実に力を入れてくださっているのだと、感謝の
気持ちでいっぱいです。
　学校としても、教育内容の充実に努め、子供達
の夢の実現に向けて取り組んでまいります。また、
ふるさと大空町を愛し、ふるさと大空町を支えら
れる人材を育てていきます。今後とも学校教育に
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

長谷川　順　子 さん
（大空町立東藻琴小学校長）

「人」を育む町

大空八景

　藻琴山登山口からの風景です。心が洗われるような素晴らし
い眺めです。（田中）

大空町に感謝！
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